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　近年、提案件数が低調であることから、活性化に向けた方策について検討し、制度の見直
しを図る必要がある。

行政評価会議
からの意見

　過去に行った制度改正の内容を十分に精査の
上、提案件数の増加に向けた環境作りに努めると
ともに、採用基準を下げることなく、採用提案の
増加に向けた見直しを行うことが肝要である。

行政評価委員会
からの意見

　現在は、職員が提案を積極的に行う十分な動機
付けができていないものと思料するため、今後
は、課題解決型の研修制度と一体的に運用し、提
案から実現まで支援を受けながら体験できる機会
を作るなど、職員の提案に対する意欲を向上させ
る取組を進めることが肝要である。有☑　無□ 有☑　無□
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事業内容
(平成２８年度
の活動状況)

　本制度は、市の事務事業に関する改善意見、新たな施策等の提案を職員に奨励し、
職員の市政運営への参画意識の高揚を図るとともに、行政運営の効率化、市民サービ
スの向上等に資することを目的として実施している。なお、提案が採用された場合、
提案者には、等級に応じた図書カードを贈呈している。

【過去３年の提案状況】
　平成２６年度：提案件数３０件（採用４件、趣旨採用１３件）
　平成２７年度：提案件数　７件（採用１件、趣旨採用　２件）
　平成２８年度：提案件数１１件（採用０件、趣旨採用　４件）

【今後の方向性】 見直し

所要人員(人) 0.03 0.03 0.03
開始年度 昭和 ４７ 総コスト(千円) 257 264

●施策を構成する事務事業等の概要

事務事業等の名称 Ｈ２７年度決算 Ｈ２８年度決算 Ｈ２９年度予算

　職員提案制度実施事務
事業費(千円) 3 10 30


